
据付説明書内で、安全のため必ず守って

いただく項目を 警告 注意の形で

記載しました。安全を確保するために、

正しい据付工事が必要です。据付工事の

前に、この説明書を必ずお読みください。

三菱電機 産業用除湿機（室外ユニット）

据付工事説明書
（販売店・工事店様用）
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「この製品は日本国内用ですので、日本国外では
使用できず、またアフターサービスもできません。」

「This appliance is designed for use in Japan
only and can not be used in any other country.
No servicing is available outside of Japan.」

■包装用のポリ袋で子供が遊ばないように、破ってから廃棄してください。窒息事故の原因になります。
■製品を吊下げて搬入する場合はロープをユニット下のアシ穴部4カ所に通してください。
■ロープは、必ず4カ所吊りとし、ユニットに衝撃を与えないようにしてください。
■ロープ掛けの角度は下図のように60°以下にしてください。
■ロープは5ｍ以上のものを2本使用してください。
吊下げロープの太さは、ロープ吊部の大きさに合った
ロープを使用してください。
細すぎるロープを使用すると、ロープが切れて製品が
落下する危険があります。

４０゚～６０゚ 

穴部を通すこと 

穴部を通すこと 

Z

G

Y

X

G

形名 
重心位置（cm） 質量（kg） Ｚ Ｙ Ｘ 

RUH-P5B 
(-BS)(-BSG) 36 63 21 168

危険 

●製品運搬と開梱時のお願い

・本製品を他の製品等と混載して輸送する
場合は、キズ付き防止のため、製品周囲
を養生してください。
・ファンガードを押したり、強く持ち上げた
りすると変形しますので、取扱いにご注意
ください。

地球環境保護のため 
省資源梱包に御協力 
ください。 

お願い

R407C対応
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2.各部の名称・付属品

1.据付け前に
1-1 本製品に関して
¡本ユニットは、冷媒としてR407Cを使用しております。
¡据付工事を行うために使用する工具・器具も一部専用となりますので、「冷媒配管工事」の項でご確認ください。
¡既設の配管は、内部に従来の冷凍機油や冷媒中の塩素が含まれ、これらの物質が新しい機器の冷凍機油劣化などの
原因となりますので流用しないでください。

2-1 各部の名称

2-2 付属品

横吸込口 

後吸込口 

空気吹出口 

後吸込口 

横吸込口 

出口ボールバルブ 

防風カバー(付属品)
必ず取付けてください。 

配管・配線用穴 

２×３－１５Ｘ２２長穴（据付用） 
（基礎ボルトＭ１２） 

制御箱 

後吸込口 

冷媒出口配管 
φ12.7ﾌﾚｱ 

冷媒入口配管 
φ25.4ﾌﾗﾝｼﾞ 

吸入ボールバルブ 

ドライヤ 
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● 防風カバー 

取付金具 

防風カバー 

取付ネジ 

名　　称 ①　防風カバー ②　取付金具 

形　　状 

付属場所 ユニットの背面に取付けています ボールバルブ近くに取付けています 
個　　数 2個 6個 

この室外ユニットには下記の部品が付属されていますので、ご確認ください。
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3.製品運搬と開梱時のお願い
3-1 製品運搬時の注意
¡ＰＰバンドによって製品を梱包している場合、PPバンドに荷重のかかる吊下げはしないでください。
¡ユニットは垂直に、搬入してください。

3-2 製品開梱時の注意
¡包装用のポリ袋で子供が遊ばないように、破ってから廃棄してください。窒息事故の原因になります。

3-3 製品質量
¡下表を参照してください。

室内ユニットは、室内ユニットの据付工事説明書をご参照ください。

4-1 室内ユニットの据付け

据付けにあたり、使用範囲・使用条件の項を厳守してください。

4-2 室外ユニットの据付け

4.ユニットの据付け

形　　名

質　量(kg)

RUH-P5B(-BS・BSG)

168

1．据付場所の選定
■凝縮器吸込み空気温度が－5～+43℃の範囲で、かつ通風が良好な場所を選んでください。

■凝縮器はできるだけ直射日光の当たらない場所を選んで設置してください。どうしても日光が当たる場合は日除け等

を考慮願います。

■運転操作およびサービスが容易に行えるようサービススペースが十分確保できる場所を選んでください。

■騒音や振動の影響が少ない場所を選んでください。レストラン、喫茶店などの客席やホテルの寝室などに近接して設

置する場合は特に防音防振に配慮してください。

名　　称 ③　接続管 ④　パッキン 

形　　状 

付属場所 ボールバルブ近くに取付けています ボールバルブ近くに取付けています 
個　　数 1個 1個 

名　　称 ⑤　取付ネジ 

形　　状 

付属場所 ボールバルブ近くに取付けています 
個　　数 12個 

内径φ２３　外径φ３５ 

PTT 5×12 ネジ 
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3．基礎工事
ユニットの基礎は、コンクリート又は鉄骨アングル等で構成し、水平で強固としてください。

基礎が平坦でない場合や弱い場合は異常振動や異常騒音の発生原因となりますのでご注意ください。

強固な基礎の目安として、製品に約3倍以上の質量を有する基礎としてください。もしくは、強固な構造物と直接連

絡してください。

■製品が水平となるようにしてください。（傾き勾配1.5 以゚内）

4．輸送用部材の取外し
据付後、輸送の為の保護部材、梱包部材は確実に取外して、処分してください。

部材をつけたまま運転すると、事故になる可能性があります。

2．据付けスペース
機器の据付けには、保守、メンテナンスのためのサービススペースと、機器の放熱、凝縮熱の放熱のために一定の空

間が必要です。必要な空間が確保できない場合、最悪運転に支障をきたします。

強風場所設置時のお願い

ユニットの周囲必要空間

機器の据付には、保守、メンテナンスのためのサービススペースと、

機器の放熱、凝縮熱の放熱のために一定の空間が必要です。必要な

空間が確保できない場合、冷凍能力が低下したり、最悪運転に支障

をきたします。

＜サービススペース＞

サービススペースには、設置作業およびメンテナンスのために右　

図の寸法が必要になります。

1
8
0
以
上
 

5
0
0
以
上
 

500以上 

サービススペース

本製品は、吹出ガイドを標準装備し、向かい風に対する風量確保を図っています。
しかし、据付場所が、屋上や周囲に建物などがない場合で、強い風が直接製品に吹付けることが予想される時には、
製品の吹出口に強い風が当たらないようにしてください。
強い風が製品の吹出口に直接吹き付けると必要な風量が確保できなくなり運転に支障をきたします。

近くに壁などがある場合には壁面に吹出口が向くように
する。この時壁面までの距離は500mmにする。

吹きさらしのような場所で運転シーズンの風向きがわか
っている時には、製品の吹出口を風向と直角になるよう
にする。

例1 例2

強風
 

吹出方向 

5．防振工事
据付条件によっては、振動が据付部から伝搬し、床や壁面から、

騒音や振動が発生する場合がありますので、必要に応じ十分な

防振工事（防振パッド、防振架台など）を行ってください。

（右図参照）

防振パッドの大きさは100×100として 
ユニットの下まで敷いてください。 
（推奨品　ブリヂストン製IP-1003） 

φ18穴 8mm厚 
程度 

100
10050

防振パッド（例）



8．ユニット下配管時の注意
■配管の取出しは、ユニット下部で行います。方向は、前・

後・左・右・下配管の5方向です。

■配管は、配線、パネル、圧縮機などと接触しないように施

工してください。

■ユニット下部からユニット吸入ボールバルブまでの断熱施

工は、パイプカバー（発泡ポリウレタンなど：20t）を使

用してください。

10

4-3 高低差
¡室外ユニットを室内ユニットより下方に設置する場合、高低差は5m以内としてください。
高低差が大きいと液冷媒のヘッド差による圧力降下のため、能力不足の原因となります。

¡室外ユニットを室内ユニットより上方に設置する場合、高低差は、20m以内としてください。
高低差が大きいと、圧縮機への油戻りが悪くなり故障の原因となります。

6．降雪地域における積雪対策
降雪地域で使用する場合は、室外ユニット全体を架台上に取付けてください。

この場合は、地面からの高さは500mm（＝架台高さ350mm+ユニット足150mm）になります。

500mmを超える積雪対策は、現地手配の架台が必要となります。

架台高さはhが積雪量以上となるようにしてください。

１.据付ボルトは必ず使用し、基礎へ確実に固定してください。

２.必ず6ヶ所固定してください。

7．据付ボルト位置
ユニットが地震や強風などで倒れないように、ボルトで強固に固定してください。

（Ｍ12据付ボルト：現地手配）

防振パッド 
h

架台の取付け

配管取出し
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5-1 注意事項
①冷媒配管は下記材料をお使いください。

¡材　質：冷媒配管はJIS H3300「銅及び銅合金継目無管」のC1220のリン脱酸銅を使用してください。また、管の内外面は
美麗であり、使用上有害なイオウ、酸化物、ゴミ、切粉、油脂、水分等（コンタミネーション）の付着がないことを確認
してください。

¡サイズ：ユニット接続口の配管サイズに合わせ右表としてください。
②市販の銅管にはゴミが入っている場合がありますので、乾燥した不活性ガス
にて吹飛ばしてください。
③配管加工、または配管工事中に配管の中にゴミや水分を入れないでください。
④曲げ箇所は、できるだけ少なくし、曲げ半径は、できるだけ大きくしてください。
⑤ロウ材は、JIS指定品の良質なものを使用してください。
⑥冷媒の過不足により異常停止しますので、接続配管長に応じて正確に冷媒チャージを行ってください。
配管長は最大30mまでです。
またサービス時のためにも必ず配管長と共に追加した冷媒量を、室外ユニット記入ラベルの追加冷媒量の欄に表示してく
ださい。（「冷媒充てん」の項をご参照ください。）

⑦冷媒は、液冷媒（R407C）にて封入してください。
⑧冷媒によるエアパージは絶対に行わないでください。必ず真空ポンプによる真空引きを行ってください。
⑨配管の断熱を正しく行ってください。不十分な場合、冷暖房不良や露タレ等によって思わぬトラブルが発生する事があります。
（「冷媒配管の断熱施工」の項をご参照ください。）
⑩冷媒配管の接続は室外ユニットのボールバルブを全閉（工場出荷時仕様）のままとし、室内・室外ユニットと冷媒配管
を全て接続して、冷媒漏れ試験、真空引き作業が終了するまで操作しないでください。

⑪配管接続の際は、必ず無酸化ロウ付を行ってください。無酸化ロウ付を行わないと、圧縮機の破損につながるおそれがあります。

必ず窒素置換による無酸化ロウ付をしてください。市販の酸化防止剤は配管腐食や冷凍機油の劣化の原因になることが
あるので使用しないでください。詳細については、お問い合わせください。
（配管接続の詳細は「配管接続」の項をご参照ください。）
⑫雨天時に室外ユニットの配管接続作業はしないでください。

5.冷媒配管工事

RUH-P5B φ12.7 φ25.4

液配管 ガス配管

無酸化ろう付けの方法 

無酸化ろう付けの例 

N 2 
ボンベ 

詰物をすること 
（開けておくと内部へ空気を 
　巻き込む心配があります。） 

ろう付部 手のひらにわずかに感じる程度 
乾燥窒素ガスを流します。 
（1L/min程度） 

配管内部にごみ、水分などがないよう、十分洗浄されたリン脱
酸銅管を使用してください。 
また、ろう付時には、酸化スケールが生成しないように、乾燥
窒素ガスなどの不活性ガスを配管に通しながら行ってください。
（ろう付後もろう付部の温度が200℃以下になるまで流し続けて
ください。） 

お願い 
酸化スケールが生成するとユニット内フィルタ部（ドライヤ・ス
トレーナなど）が目詰まりして寿命を短くすることがあります。
目詰まりした場合は交換または洗浄を行ってください。 
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5-2 配管接続、バルブ操作

O S

O S

  φ１２.７ 

開（操作
はゆっくりと） 開（操作

はゆっくりと）

（本図は全開状態を示します。） 

フレアナット 

 

 φ２５.４ 

弁　　棒 

工事出荷時、配管接続作業時、
真空引、冷媒追加チャージ時
は全閉。上記作業完了後は全
開としてください。 

接続管（付属品） 

パッキン（付属品） 

パッキン（付属品）を使用して、
ガス洩れの起らないようにバル
ブのフランジにしっかり取付け
てください。（ ネジ締トルク
25N･m）。パッキンの両面には
冷凍機油(エステル油又はエー
テル油又はアルキルベンゼン
（少量）)を塗布してください。 

ストッパーピン 

弁棒は90 以゚上回転しません。 

キャップ、銅パッキン 

キャップを外して、弁棒を操作
してください。 
作業完了後は必ず元通りに取付
けてください。 
（弁棒のキャップ締付トルク
30N･m以上） 

締付トルク　　55N･m 
開閉はダブルスパナで行なって
ください。 
フレア接触面には冷凍機油(エス
テル油又はエーテル油又はアル
キルベンゼン（少量）)を塗布し
てください。 

現地配管 

接続管とロウ付け接続し
てください。（ロウ付け
時は無酸化ロウ付してく
ださい。） 

サービスポート 

現地冷媒配管内の真空引冷媒の
追加チャージにご利用ください。 
開閉はダブルスパナで行なって
ください。 
作業完了後は必ずキャップを元
通りに取付けてください。（サー
ビスポートのキャップ締付トル
ク14N･m以上） 
 

メーカ：ニチアス 
型　番：T/＃1991-NF

冷凍機油の塗布位置 
フレアシート面全周に 
冷凍機油を塗布 

※ネジ部分には塗布しないで 
　ください。 
　（フレアナットがゆるみ易く 
　なります） 

¡配管接続、バルブ操作は下図にしたがって確実に行ってください。
¡ガス側接続管は組付けて出荷しています。(右図参照)
①フランジ付接続管へのロウ付けの際には、フランジ付接続管をボールバ
ルブから取り外し、ユニットの外部にてロウ付けしてください。
②フランジ付き接続管を取り外している間、ボールバルブ内へのゴミが侵
入しないように注意してください。
③フランジ間に入っているパッキンは、必ず付属のものに交換してください。
古いパッキンの使用はガス洩れの原因となります。
配管接続に際しては必ず付属の新しいパッキンと交換してください。
④パッキン取付けに際しては、フランジのシート面、及びパッキンにゴミ
等の付着がないように拭き取ってください。パッキンの両面には冷凍機油（エステル油又はエーテル油又は
アルキルベンゼン［少量］）を塗布してください。

¡真空引き、冷媒チャージ後は必ず、ハンドルを全開状態にしてください。バルブを閉めたまま運転しますと冷
媒回路高圧側または低圧側が異常圧力となり、圧縮機、電磁弁等の損傷を招きます。

¡計算式により、追加冷媒量を決定し、配管接続作業完了後にサービスポートから追加チャージを行ってください。
¡作業完了後、サービスポート及びキャップはガス漏れの起らないようしっかり締付けてください。

パッキンを交換 
してください 

① 

O S

付属パッキン 

③ 

銅管外径(ｍｍ)

※トルクレンチが無い場合、次の方法を目安にします。 
　フレアナットをスパナで締付けて行くと締付トルクが急に増すときがあり 
　ますのでそこで一度とめてそれから更に上表の角度だけ回転させます。 

締付力(N･m)

パイプ径 締付角度 

トルクレンチによる適正な締付力 

14～18
35～42
50～57.5
75～80
100～140

φ6.35
φ9.52
φ12.7
φ15.88
φ19.05

締付角度の目安 

φ6.35  φ9.52 60°～90° 
30°～60° 
20°～35° 

φ12.7  φ15.88
φ19.05
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〈フロン排出抑制法による冷媒充てん量記入のお願い〉
●設置工事時の追加冷媒量、合計冷媒量および設置時に冷媒を充てんした工事店名を冷媒量記入名板に記入して
ください。
●合計冷媒量は、出荷時冷媒量と設置時の追加冷媒量の合計値を記入してください。出荷時の冷媒量は「定格名
板」に記載された冷媒量です。

5-3 気密試験・真空引き・冷媒充てん

●気密試験
気密試験は下図のように、室外ユニットのサービスバルブを閉じたまま、室外ユニットのサービスバルブについ
ているサービスポートから接続配管と室内ユニットに加圧して行います。（必ず、液管・ガス管の両方のサービ
スポートより加圧してください）

サービスポート 

室外ユニット 

ガス管 

液管 

サービスバルブ 

Loノブ Hiノブ 
LO HI
システムアナライザ 

窒
素
ガ
ス
 

室内ユニットへ 

気密試験の方法は、冷凍機油劣化への影響が大きいので下記の制約事項を必ず遵守してください。
また、非共沸混合冷媒（Ｒ407Cなど)はガス漏れにより組成変化が生じ、性能に影響します。
従って、ガス漏れの場合は全量入換えになりますので、気密試験は慎重に実施してください。

気 密 試 験 の 手 順

１.窒素ガス加圧の場合
(1)窒素ガスにて設計圧力(2.94MPa)に加圧後、１日程度放置し、
圧力が低下していなければ良好です。
但し、圧力が低下している場合、漏れ箇所は不明なので次の
泡式で行なってもよい。

(2)上記加圧後、フレア接続部・ロウ付け部・フランジ部等漏れが
予想されるすべての箇所に泡剤(ギュッポフレックスなど)をス
プレーし、泡の発生を目視確認する。

(3)気密試験後、泡剤をよく拭きとる。

２.冷媒ガスと窒素ガスで加圧の場合
(1)ボンベよりＲ407Ｃを液で封入し、ガス圧力で約0.2MPa程度
に加圧後、窒素ガスにて設計圧力(2.94MPa)に加圧する。
但し、一気に加圧しないで、途中加圧を停止し、圧力低下の
ないことを確認する。

(2)Ｒ407Ｃ対応の電気式リークディテクタでフレア接続部・ロウ
付け部・フランジ部等漏れが予想されるすべての箇所のガス
漏洩を検査する。

(3)泡式のガス漏洩検査と併用しても良い。

×加圧ガスに可燃ガスや空気（酸素）
を使用すると爆発の危険があります。

×機器に表示されている冷媒以外は、
使用不可です。
×ボンベよりガスで封入するとボンベ
内冷媒の組成が変化します。
×圧力計・チャージングホース等の部
品はＲ407Ｃ専用のものを使用して
ください。
×Ｒ22用電気式リークディテクタで
は、漏洩検知できません。
×炎色式(ハライドトーチ)は使用不可
です。（検出不可能）

制 約 事 項
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●真空引き
真空引きは下図のように、室外ユニットのボールバルブを閉じたまま、室外ユニットのボールバルブについているサービス
ポートから接続配管と室外ユニット共真空ポンプにて実施してください。（必ず、液管・ガス管の両方のサービスポートから
行ってください）
真空度が650Pa［abs］に到達後、１時間以上真空引きをしてください。その後、真空ポンプを止めて１時間放置し、真空
度が上昇していないことを確認してください。（真空度の上昇幅が130Paより大きい場合は、水分が混入している可能性が
ありますので、乾燥窒素ガスを0.05MPaまで加圧して、再度真空引きを実施してください）最後に、液管から液冷媒にて
封入してください。また、運転時に冷媒が適正量になるようガス管から冷媒量調整をしてください。
※冷媒によるエアパージは、絶対に行わないでください。

※1.重量計は精度の高いもの(0.1kgまで測定可能なもの)を使用して
ください。

※2.真空ポンプは逆流防止器付のものを使用してください。
（推奨真空度計ROBINAIR 14010 Thermistor Vacuum Gauge.）
また、真空ポンプは、5分運転後で65Pa［abs］以下のものを使用
してください。

(注) ・冷媒は必ず適正量を追加してください。(冷媒追加量については「 冷媒充てん」の項をご覧ください)また、必ず液冷媒にて封入
してください。冷媒は多くても少なくてもトラブルの原因になります。
・ゲージマニホールド、チャージングホースなどの部品は機器に表示されている冷媒専用のものを使用してください。

※1重量計 

R407C 
ボ ン ベ  

真空ポンプ 

バルブ 

バルブ 三方接手 

サービスポート 

ガス管 

液管 

ボールバルブ 

Hiノブ Loノブ 

LO HI
システムアナライザ 

●冷媒充てん
機器に使用しています冷媒は、非共沸混合冷媒のため充てんに関しては液の状態で行う必要があります。
よって、ボンベより機器に冷媒充てんするときに、サイフォン管が付いていないボンベの場合は下図のようにボンベを逆さにして
充てんします。なお、下図のようなサイフォン管付ボンベの場合は、立てたまま液冷媒を充てんすることができますので、ボンベ
の仕様には注意してください。万一、ガスの状態で冷媒充てんした場合、機器は新しい冷媒に入換え、冷媒の残ったボンベは使用
しないでください。

¡この製品には冷媒配管長さが5ｍの場合の適正冷媒量を封入しています。冷媒配管長を長くする場合は、下表に従って追
加充てんしてください。

R410A 
ボンベ 

液冷媒 

R410A 
ボンベ 

サイフォン管 

【サイフォン管付ボンベの場合（立てたまま液冷媒を充てんできる）】 【サイフォン管が付いていないボンベの場合】 

冷媒チャージ量〈冷媒：R407C〉 
冷媒配管長さと追加冷媒量〈kg〉 

配管長　5m～20m

0kg（チャージ不要） 

～10m ～15m ～20m ～25m ～30m
6.9kg6.75kg6.6kg6.45kg6.3kg

0.4kg　追加チャージ 

配管長　20超～30m

冷媒回収を伴う重サービス時 

6.4kg 
（室外機封入済） 据付時 

工場出荷時 
封入量 

冷媒封入量は左記適正冷媒量の＋100,　－100g以内を厳守してください。 
封入量に過不足があると液圧縮や低圧カットを繰り返し、圧縮機が故障する恐れがあります。 
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●サービス時の注意点
室外ユニットのボールバルブを開いたまま作業してください。
室外ユニットのボールバルブについているサービスポート及びチ
ェックジョイント<高圧>・<低圧>から回路全体(接続配管、室内
ユニット、室外ユニット)の冷媒回収を行い、サービスを実施して
ください。
また、サービス完了後は、冷媒回収と同じ方法にて真空ポンプで
真空引きを実施してください。

閉回路 

T
26C

ドライヤ D

キャピラリチューブ 
ボールバルブ 

S21R1 21R5 S

HP
63H1 63H2

HPLP
63L2 チェックジョイント 

〈高圧〉 
63L1

ボールバルブ 

放熱器 

室外ユニット 

圧縮機 

アキュームレータ 

チェックジョイント 
〈低圧〉 LP
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●貫通部

〇内壁（いんぺい） 〇外壁　　　　　　　　　　　　〇外壁（露出） 〇防火区画、界壁等における貫通部　

〇床（防水） 〇屋上パイプシャフト

スリーブ 

断熱材 

コーキング材 
防水管 

つば付スリーブ 

断熱材 

断熱材 断熱材 

バンド 

つば付スリーブ 
コーキング材 
断熱材 

ラッキング材 

防水管 

ラッキング 

スリーブ 

スリーブ 

コーキング材 

1m 1m
スリーブ 

不燃性断熱材 
モルタル等不燃材で 
コーキング 

モルタルにてすき間を充てんする場合は、貫通部を鋼板にて被覆し断熱材がへこまないようにしてください。またその部分は不燃性
断熱材を使用し、被覆材も不燃性(ビニールテープ巻きはダメ)を使用してください。

¡現地配管の断熱材は、下表の規格を満足していることを確認してください。

配管サイズ 

厚さ 
耐熱温度 

6.35～25.4mm
10mm以上 
100°C以上 

※最上階など高温多湿の条件下で使用する場合は、
左表以上の厚さが必要となる場合があります。

※客先指定の仕様がある場合は、左表の規格を満足
する範囲でそれに従ってください。

悪い例

良い例

アスファルト質油性マスチック 
またはアスファルト 

鉄線 

配管 

断熱材A
外装B

断熱材Ａ
グラスファイバー＋鉄線

接着剤＋耐熱ポリエチレンフォーム＋圧着テープ

ビニールテープ

防水麻布＋ブロンズアスファルト

防水麻布＋アエン鉄板＋油性ペイント

屋　　内

床下露出

屋　　外

外　装Ｂ

(注) 被覆材にポリエチレンカバーを使用する場合は、アスファルトルーフィング
は不要です。

ガス管 
液管 

電線 

仕上げテープ 

断熱材 

¡ガス管と液管を同時に
断熱してはならない。

¡接続部も十分断熱すること。

(注) 電線の断熱処理は行わないでください。

5-4 冷媒配管の断熱施工
冷媒配管の断熱は必ず液管とガス管とを別々に十分な厚さの耐熱ポリエチレンフォームで、室内ユニットと断熱材
および断熱材間の継目に隙間のないように行ってください。
断熱工事が不完全ですと露タレなどが発生する事がありますので、特に天井裏内の断熱工事は、細心の注意が必要
です。

この部分が断熱されていない 

仕上げテープ 

断熱材 断熱材 

液管 ガス管 



17

6-2 配線仕様
●配線系統図（例）

●主電源の配線太さおよび開閉器容量

6.電気工事
6-1 注意事項

①「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および、事前に、各電力会社のご指導に従ってください。
②ユニット外部ではリモコン用配線および室内外制御線が電源配線の電気ノイズを受けないよう離して（5cm以上）
施設してください。(同一電線管に入れないでください。)

③D種接地工事を必ず実施してください。
④ユニットの電気品箱はサービス時取りはずすことがありますので、配線は必ず取りはずすための余裕を設けてください。
⑤リモコン用端子台には、200Ｖ電源を絶対に接続しないでください。万一接続すると電子部品が焼損します。

＜室外ユニット＞ 

電源 
三相200V

アース 
室外ユニット 

漏電遮断器 
手元開閉器 
配線用遮断器 

電 
 
気 
　 
工 
　 
事 

過電流 
保護器 

漏　電 
遮断器 

ユ 
ニ 
ッ 
ト 

手元  
分岐  
手元  
分岐  
形名  
電流値  
定格感度電流 
動作時間  

開閉器 
容　量 

制御回路配線太さ 
接地線太さ 

進　相 
コンデンサ 
〈圧縮機〉 

容量  

電線太さ 

項　目 形　名 

mm2＜m＞ 
A 
A 
A 
A 
 
A 
mA 
S以下 
ml 
ml 
μF 
kVA 
mm2

RUH-P5B
5.5＜19＞ 

50 
60 
60 
60 

NV50-C 
50 
30 
0.1 
0.5～2 
5.5 
75/50 

0.94/0.75 
3.5

電線太さ※1
 

漏　電 
遮断器 

形名  
電流値  
定格感度電流 
動作時間  

項　目 形　名 

mm2 
mm2 
 
 
A 
mA 
S以下 

RE-SP5B
2.0 
2.0 
15 

NV30-C 
15 
30 
0.1

電線太さ 
接地線太さ 
開閉器容量 

 

＜室内ユニット＞ ＜室外ユニット＞ 

注1．配線図中　　はコネクタ、　　は端子台を示します。 
　2．配線要領は内線規定＜JEAC8001-2000＞ により、行っ

てください。 
　3．配線太さは、金属管配線・合成樹脂管配線＜挿入配線数3

本以下＞の場合の最小値を示します。 
　4．配線太さ欄の＜　＞内は、電圧降下2％時の電線最大こう

長を示しています。＜　＞内数値より、こう長が長くなる
場合は、1段太い電線を使用してください。 
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6-3 配線方法（配線は必ず電線管を通し、ユニットの電源穴に張力がかからないように固定してください。）
室内外ユニットの電気品箱の中にある端子台に下図のように配線してください。
室内外連絡線の接続詳細は室内ユニットの制御箱のふたに貼付けている電気配線図をご覧ください。

通信線（低電圧） 

通信線（200V） 

電源線（200V） 

31
34

33
32

36
35

41
40

39
38

37

Ｗ Ｖ Ｕ 

Ｒ Ｓ Ｔ 

LY
2
F

LY
2
F

LY
2
F

LY
2
F

LY
2
F

LY
2
F

5A

ｱ-ｽ 

MF1 MF2

お願い
正しい位置に配線がされていることを今一度ご確認ください。
誤動作、故障の原因となります。

記号説明 

注1.※印の機器は現地手配となります。 
　2.　　　　線は、現地配線となります｡ 
　3.接点の矢印は、圧力・温度が上昇した時の接点動作方向を示します。 
　4.ﾌｧﾝｺﾝﾄﾛｰﾗ<FC>のM2端子は、故障時の全速運転用端子です。 
　  図中の　　　 のように配線の端子を差換えますと全速運転となります。 

 Z4Z3 Z2 Z1

ZN
R

DSA

ZNR

X4X3X5X2

52C

室内ユニット 

H

47

51C

63H2

63H1

26C

49C

63L2

63L1

Z3Z5Z6 Z4

Z1

Z2

52C

3231

35 363433

3231

35 363433

21R521R1

ZNR

F

F

40

4039

39

E
Z6Z6Z5Z5

41

4138

38

37

37

C2

1～ 
M

MF2

室内ユニット 

CNXCN01

C1

TR FC

T1T1

M0M1 AC2T02T01M2 AC1

CN02

TH1

3～ 
M

MC

F2

ELB
T

S

R

52C

47

F1

T S R
※ 

電源 
3～ 
200V
50/60Hz

51C

1～ 
M

MF1

注4

ｔ° 

補助継電器<室外異常>Z1

Z6

補助継電器<低圧保護>

Z4 補助継電器<低圧バックアップ>
Z3 補助継電器<高圧バックアップ>
Z2

補助継電器<除湿>
補助継電器<冷却>

ｱﾚｽﾀ DSA
接地<ｱｰｽ>E
ﾋｭ-ｽﾞ<30A>F

圧力開閉器<低圧保障>63L2

圧力開閉器<高圧ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ>63H2

電磁弁<冷却>21R5
電磁弁<除湿･中間>21R1

送風機用電動機<室外下部ﾌｧﾝ>MF2

熱動温度開閉器<圧縮機ｲﾝﾅｰｻｰﾓ>49C

ﾊﾞﾘｽﾀ ZNR

Z5

漏電遮断器 

圧力開閉器<低圧>

※ELB

63L1

圧力開閉器<高圧>
電磁開閉器<圧縮機>
熱動過電流継電器<圧縮機>

逆相防止器 

ｺﾝﾃﾞﾝｻ<送風機用電動機>

ﾋｭ-ｽﾞ<制御回路:5A>

電熱器<ｸﾗﾝｸｹｰｽ>
圧縮機用電動機 
送風機用電動機<室外上部ﾌｧﾝ>

名称 

63H1
52C
51C

47

MF1

C1,2

F1

H
MC

記号 

F2
ﾋｭ-ｽﾞ<送風機:5A>

FC 電子ﾌｧﾝｺﾝﾄﾛｰﾗ 

TH1 ｻｰﾐｽﾀ<外気温度>
TR ﾄﾗﾝｽ<ﾌｧﾝｺﾝﾄﾛｰﾗ>

26C 温度開閉器<圧縮機>

Z6
Z5

C2C1

TR

FC

47

DSA

51C

52C

Z4
Z3

Z2
Z1

F
F
F
F

F1
F1
F2
F2

アース端子 

外部入出力端子台 

端子台(電源)

6-4 電気回路図
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7.試運転の前に
7-1 試運転前の確認事項
¡冷媒漏れ、電源、伝送線にゆるみがないことを確認します。
¡電源端子台と大地間を500Vメガーで計って、1.0MΩ以上あることを確認します。
・絶縁抵抗が、1.0MΩ以下の場合は運転しないでください。
・リモコン用端子台にはメグチェックは絶対にかけないでください。制御基板が破損します。
・据付け直後、もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合には、圧縮機内に冷媒が溜まることにより、
電源端子台と大地間の絶縁抵抗が1.0MΩ近くまで低下することがあります。
・絶縁抵抗が1.0MΩ以下の場合は、元電源を入れてクランクケースヒータを6時間以上通電することにより、
圧縮機内の冷媒が蒸発するので絶縁抵抗は上昇します。

¡ガス側と液側のボールバルブがともに全開になっていることを確認します。
・キャップは必ず締めてください。

¡三相電源の相順と各相間電圧を確認してください。
¡試運転の最低6時間以上前に元電源を入れて、クランクケースヒータに通電します。
・通電時間が短いと圧縮機故障の原因となります。

T
26C

ｻｰﾐｽﾀ 
<冷却器入口管温度>
TS

S
ｽﾄﾚ-ﾅ 

冷却器 再熱器 

ﾄﾞﾗｲﾔ D

ｷｬﾋﾟﾗﾘﾁｭ-ﾌﾞ 
ﾎﾞ-ﾙﾊﾞﾙﾌﾞ 

S21R1 21R5 S

HP
63H1 63H2

HPLP
63L2

S21R321R2 S

ｷｬﾋﾟﾗﾘﾁｭ-ﾌﾞ 

逆止弁 

液溜 

ﾁｪｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ 
  <高圧>

63L1

ﾎﾞ-ﾙﾊﾞﾙﾌﾞ 

放熱器 

室外ﾕﾆｯﾄ 

中間運転 
除湿運転 

冷却運転 

ｽﾄﾚ-ﾅ 

室内ﾕﾆｯﾄ 

圧縮機 

ｱｷｭ-ﾑﾚ-ﾀ 

ｷｬﾋﾟﾗﾘﾁｭ-ﾌﾞ 

ﾁｪｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ 
  <低圧>LP

S

135℃ ＯＦＦ 　115℃ ＯＮ 温度開閉器＜圧縮機＞ 26C

2.94MPa ＯＦＦ   2.39MPa ＯＮ 

通電時  OPEN
通電時  OPEN
通電時  OPEN

電磁弁＜冷却＞ 
電磁弁＜除湿・中間＞ 

0.147MPa ＯＦＦ 0.245MPa ＯＮ 圧力開閉器＜低圧ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ＞ 63L2

圧力開閉器＜高圧＞ 63H1

CLOSE
CLOSE
OPEN
21R5

CLOSE
CLOSE
OPEN
21R3

OPEN
OPEN
CLOSE
21R2

OPEN
OPEN
CLOSE
21R1

21R5
21R3
21R2

除湿運転 
中間運転 
冷却運転 

電磁弁＜冷却＞ 

63L1 圧力開閉器＜低圧＞ 0.049MPa ＯＦＦ 0.147MPa ＯＮ 
2.65MPa ＯＦＦ   2.15MPa ＯＮ 圧力開閉器＜高圧ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ＞ 63H2

作動値 図中記号 機器名称 

通電時  OPEN電磁弁＜除湿・中間＞ 21R1
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8.運転温湿度範囲のめやす
●下図の温湿度範囲内でご使用ください。　　 
   下図の範囲外でご使用になりますと、保護装置が作動してユニットが停止したりする場合があります。 

　　室内温湿度 

　　室内外温度 
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室内吸込空気相対湿度（％） 
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：冷却・中間・除湿運転 

0 
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35 

-10 0 10 20 30 40
室外吸込空気乾球温度（℃DB） 

室
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吸
込
空
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乾
球
温
度
（
℃
D
B
）
 

：冷却運転 

：冷却・中間・除湿運転 

：冷却運転 

※除湿運転時、室内吸入空気乾球温度が約38℃を超えると抑制運転となり、 
　加熱能力が減少することがあります。 
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